
30建設業界 2012.531 建設業界 2012.5

　

北
海
道
の
都
市
は
碁
盤
の
目
の
街
区
が
多
い
。
た
と

え
ば
京
都
に
倣
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
札
幌
。
た
だ
京

都
と
い
う
に
は
都
市
の
グ
リ
ッ
ド
が
方
位
と
微
妙
に
ず

れ
て
い
る
の
が
気
に
か
か
る
（
も
っ
と
気
に
な
る
の
は

川
が
南
か
ら
北
へ
流
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
）。
調
べ
て

み
る
と
、
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
ど
う
や
ら
グ
リ
ッ
ド
の

基
準
と
な
る
の
は
方
位
で
は
な
く
水
運
と
灌
漑
の
た
め

の
運
河
で
、
そ
れ
が
南
か
ら
北
に
や
や
西
に
振
れ
て
流

れ
て
い
る
か
ら
、
ら
し
い
。
碁
盤
の
目
で
は
あ
る
け
れ

ど
、
条
坊
制
の
古
代
都
市
に
遡
る
京
都
や
奈
良
と
は
成

り
立
ち
が
ま
る
で
違
う
の
だ
。

　

同
じ
く
碁
盤
の
目
の
街
区
を
も
つ
岩
見
沢
は
、
札
幌

か
ら
約
四
〇
㌔
、
旭
川
か
ら
約
八
〇
㌔
の
、
石
狩
川
の

流
域
で
あ
る
空
知
地
方
に
位
置
す
る
。
岩
見
沢
の
都
市

グ
リ
ッ
ド
の
基
準
は
線
路
だ
。
南
西
か
ら
北
東
へ
一
直

線
に
伸
び
る
線
路
（
函
館
本
線
）。
そ
の
南
（
南
東
）
側

に
広
が
る
碁
盤
の
目
の
街
区
は
、
方
位
と
は
無
関
係
に

軌
道
の
軸
線
と
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
い
る
。

　

線
路
に
平
行
に
駅
前
を
走
る
の
が
一
条
通
り
。
三
筋

下
っ
て
四
条
通
り
が
旧
国
道
一
二
号
線
（
札
幌
〜
旭

川
）。
七
条
通
り
あ
た
り
ま
で
東
西
軸
が
明
快
だ
。
そ
こ

に
直
交
す
る
通
り
が
「
丁
目
」
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
つ
く
る
。

都
市
の
グ
リ
ッ
ド
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ガ
ラ
ス
張
り
の
南
北
自
由
通
路
は
、

駅
の
南
北
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
は
な
い
。

こ
こ
に
し
か
な
い
特
別
な
場
所
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
に
ま
ち
を
触
発
す
る
。

岩
見
沢
駅
、ま
ち
を

触
発
す
る
自
由
通
路
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岩見沢駅南北自由通路から見た構内の夕焼け。遮る山が
なく地平線に夕日が沈む空知地方独特の風景だ。夕日に
骨組みを透かす鉄塔はさながら、岩見沢スカイツリー。

１条
通り

岩見
沢複
合駅
舎岩見沢

運転所
転車台

鉄塔

南北
自由通路

岩見沢
レールセンター

←札幌

函館
本線

幾春別
川

旭川
→

駅
前
通り

中
央
通り

東
2丁
目
通り

西
10丁
目
通り

２条
通り

３条
通り

４条
通り
（旧
国道
）

５条
通り

６条
通り

７条
通り

国道
12
号線



32建設業界 2012.533 建設業界 2012.5

ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

各
賞
の
評
価
は
主
に
「
顔
」
で
あ
る
駅
舎
＋
交
流
プ

ラ
ザ
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
背

後
の
軌
道
を
跨
ぐ
南
北
自
由
通
路
に
注
目
し
た
い
。
こ

の
床
か
ら
天
井
ま
で
ガ
ラ
ス
張
り
の
橋
が
、
ま
ち
に

と
っ
て
と
て
も
大
切
な
も
の
を
掘
り
起
こ
し
て
い
る
か

ら
だ
。

　

岩
見
沢
駅
は
、
北
海
道
内
最
古
の
鉄
道
の
、
主
要
駅

と
し
て
開
業
し
た
古
い
歴
史
を
持
ち
、
戦
後
に
は
、
高

度
成
長
期
に
増
大
し
た
貨
物
輸
送
量
を
支
え
た
一
大
車

両
基
地
が
あ
っ
た
。
北
西
側
の
敷
地
に
あ
る
岩
見
沢
運

転
所
は
、
か
つ
て
は
岩
見
沢
機
関
区
と
呼
ば
れ
、
多
く

の
蒸
気
機
関
車
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
機
関
車
が
い
な

く
な
っ
た
今
も
、
南
北
自
由
通
路
の
西
側
に
は
多
く
の

線
路
の
痕
跡
と
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
転
車
台
（
タ
ー

ン
テ
ー
ブ
ル
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
自
由
通
路
の
北
側

に
は
、
赤
れ
ん
が
の
明
治
建
築
「
Ｊ
Ｒ
岩
見
沢
レ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
」
が
あ
る
。
妻
壁
に
開
拓
使
の
マ
ー
ク
、
五

芒
星
を
掲
げ
た
風
格
の
あ
る
現
役
の
工
場
建
築
だ
。

　

い
ず
れ
も
岩
見
沢
の
歴
史
を
伝
え
る
重
要
な
遺
構
な

の
だ
が
、
か
つ
て
は
ま
ち
の
人
か
ら
遠
く
隔
て
ら
れ
、

鉄
道
関
係
者
し
か
近
づ
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。
鉄
道
と

共
に
生
き
て
き
た
ま
ち
な
の
に
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
、

南
北
自
由
通
路
の
お
か
げ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
。
ま
ち
の
資
産
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

こ
と
。
そ
れ
は
設
計
者
に
よ
っ
て
綿
密
に
仕
組
ま
れ
た
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
仕
掛
け
な
の
だ
っ
た
。

　

二
〇
一
一
年
九
月
に
、
友
人
の
写
真
家
、
小
川
重
雄

さ
ん
か
ら
、
岩
見
沢
駅
を
撮
影
し
た
写
真
を
同
じ
岩
見

沢
駅
で
展
示
す
る
と
い
う
大
胆
不
敵
な
写
真
展
を
や
り

ま
す
、
と
の
お
誘
い
が
あ
っ
た
。
訪
れ
て
み
る
と
、
奇

し
く
も
駅
舎
正
面
二
階
に
あ
る
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
は

「
鉄
道
お
宝
自
慢
！
」
が
開
催
中
。
岩
見
沢
に
は
多
く
の

鉄
道
Ｏ
Ｂ
が
住
み
続
け
て
い
て
、「
お
宝
」
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
機
関
区
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
が
息

づ
い
て
い
る
。
蒸
気
機
関
車
の
動
輪
の
青
図
を
示
し
な

が
ら
、
熱
く
語
る
老
人
の
姿
が
あ
っ
た
。
南
北
自
由
通

路
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
秋
の
日
を
浴
び
て
プ
ラ
レ
ー

ル
の
線
路
を
敷
設
中
。
い
ず
れ
も
ま
ち
づ
く
り
の
イ
ベ

ン
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ま
ち
を
知
り
、
愛
着
を
も
っ

て
も
ら
う
こ
と
、
そ
し
て
、
ま
ち
の
魅
力
に
惹
か
れ
て

や
っ
て
来
た
人
び
と
と
の
交
流
が
狙
い
だ
。

　

南
北
自
由
通
路
か
ら
眺
め
る
夕
暮
れ
の
風
景
は
格
別

だ
。
地
平
線
に
沈
む
間
際
の
秋
の
柔
ら
か
な
夕
日
が
ほ

ぼ
水
平
に
差
し
込
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
鉄
道
の
遺
構
や
記

憶
の
あ
る
、
こ
こ
に
し
か
な
い
場
所
を
演
出
し
て
く
れ

る
。
夕
日
に
繊
細
な
構
造
が
透
け
る
鉄
塔
を
、
密
か
に

「
岩
見
沢
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
と
名
付
け
て
み
た
。

「
鉄
道
の
ま
ち
」の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

岩
見
沢
駅
か
ら
南
に
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
「
駅
前
通
り
」

で
は
な
く
て
、
少
し
東
の
「
中
央
通
り
」
が
起
点
と

な
っ
て
、
東
西
に
丁
目
が
振
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
駅
前

通
り
が
基
準
軸
で
は
な
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
単

純
な
話
、
駅
が
移
動
し
た
の
で
あ
る
。
一
八
八
五
年

（
明
治
十
八
年
）
の
初
代
駅
舎
は
中
央
通
り
の
と
こ
ろ

に
あ
り
、
一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
年
）
に
現
在
の

場
所
に
移
転
し
て
い
る
。
以
来
、
駅
前
通
り
は
住
所
表

示
こ
そ
違
え
ど
、
ま
ち
の
主
軸
線
と
な
っ
て
い
る
。

　

岩
見
沢
の
ま
ち
の
成
り
立
ち
は
鉄
道
と
深
く
関
わ
り
、

人
び
と
の
暮
ら
し
は
駅
と
共
に
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
十
二
月
の
こ
と
、
一
九
三
三
年
（
昭
和

八
年
）
に
完
成
し
、
永
ら
く
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た

三
代
目
の
木
造
駅
舎
が
漏
電
に
よ
る
火
災
で
焼
失
し
た
。

現
在
の
駅
舎
は
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
公
募
型
建
築
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ペ
に
基
づ
き
、
二
〇
〇
九
年
に
岩
見
沢
複
合

駅
舎
（「
Ｊ
Ｒ
岩
見
沢
駅
舎
」、
岩
見
沢
市
の
施
設
で
あ

る
「
有
明
交
流
プ
ラ
ザ
」、
駅
の
南
北
を
つ
な
ぐ
橋
と
ふ

た
つ
の
昇
降
棟
か
ら
な
る
南
北
自
由
通
路
「
有
明
連
絡

歩
道
」
の
複
合
）
と
し
て
竣
工
し
た
も
の
で
あ
る
。
設

計
者
は
株
式
会
社
ワ
ー
ク
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
ズ
を
主
宰
す
る

西
村
浩
さ
ん
。
岩
見
沢
複
合
駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン
は
高
く

評
価
さ
れ
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
大
賞
、
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
、

日
本
建
築
学
会
賞
、
鉄
道
関
連
デ
ザ
イ
ン
の
国
際
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
「
ブ
ル
ネ
ル
賞
」
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ち
の
遺
産
を
掘
り
起
こ
す
架
け
橋

2011年9月、南北自由通路で開催されたイベント「みんなでの
ばせ!! 100ｍのプラレール鉄道」。駅を発着する列車を眺めな
がら、ちびっ子鉄道ファンがプラレールをつないでいく。

お
お
も
り
・
あ
き
ひ
こ
◉
建
築
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
一
九
五
五
年
、
東
京
生

ま
れ
。
一
九
七
八
年
早
稲
田
大
学
建
築
学
科
卒
。
一
九
八
〇
年
同
大
学
院
修

了
後
、
新
建
築
社
入
社
。『
新
建
築
』編
集
長
ほ
か
を
歴
任
。
二
〇
一
〇
年
建

築
メ
デ
ィ
ア
研
究
所
を
設
立
。


